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気
が
し
て
、
と
て
も
悲
し
い
▼
幼

い
こ
ろ
の
記
憶
を
思
い
出
し
た
。

「
今
ま
で
隠
し
て
い
た
け
れ
ど
、

パ
パ
の
正
体
は
、
実
は
ア
ン
ト
ニ

オ
猪
木
な
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
ス
タ

ン
・
ハ
ン
セ
ン
と
勝
負
し
て
く
る

か
ら
、
応
援
し
て
く
れ
よ
」。
そ

う
言
い
残
し
て
、
親
父
は
愛
車
の

Ｒ
Ｘ
７
（
群
馬
ナ
ン
バ
ー
）
で
さ

っ
そ
う
と
出
か
け
て
行
っ
た
▼
果

た
せ
る
か
な
、
そ
の
夜
、
父
親
は

本
当
に
ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木
に
な
っ

て
、
リ
ン
グ
に
登
場
し
た
。
し
か

し
、
試
合
開
始
後
ま
も
な
く
、
ス

タ
ン
・
ハ
ン
セ
ン
の
強
烈
な
ラ
リ

ア
ー
ト
が
直
撃
し
て
、
猪
木
は
リ

ン
グ
の
外
へ
突
き
飛
ば
さ
れ
、
そ

の
ま
ま
失
神
し
て
し
ま
っ
た
▼
幼

い
自
分
は
親
父
が
本
当
に
死
ん
で

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
、
号
泣
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
リ

ン
グ
で
倒
れ
て
い
る
は
ず
の
親
父

が
パ
チ
ン
コ
の
景
品
を
抱
え
て
、

帰
宅
し
て
き
た
。
親
父
が
、
死
に

際
に
別
れ
を
告
げ
に
来
た
の
か
と

思
い
込
ん
だ
私
は
、「
お
願
い
、

行
か
な
い
で
」
と
泣
き
じ
ゃ
く
り

な
が
ら
、
親
父
に
抱
き
つ
い
た
▼

た
ぶ
ん
、
親
父
は
自
分
の
言
っ
た

冗
談
の
こ
と
な
ど
忘
れ
て
い
た
と

思
う
。
し
か
し
、
そ
の
日
以
来
、

親
父
は
パ
チ
ン
コ
に
通
う
の
を
や

め
て
、
休
日
に
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
だ
か
ら
、
猪
木
の
存
在
は
自

分
に
と
っ
て
永
遠
に
特
別
な
存
在

で
あ
っ
た
の
だ
▼
そ
の
後
ま
も
な

く
、「
パ
パ
の
正
体
は
、
実
は
カ

ー
プ
の
北
別
府
学
な
ん
だ
。
こ
れ

か
ら
巨
人
と
勝
負
し
て
く
る
か

ら
、
応
援
し
て
く
れ
よ
」
と
言
っ

て
、
麻
雀
に
出
か
け
る
よ
う
に
な

り
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
が
、
そ
れ

は
ま
た
別
の
話
で
あ
る
。（
眞
）

　

ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木

氏
が
10
月
１
日
、
亡

く
な
っ
た
。
自
分
の

中
の
大
切
な
心
の
支

え
を
失
っ
た
よ
う
な

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

お申し込み・お問い合わせは、☎078ー393ー1817まで

兵庫県保険医協会第100回評議員会
臨時（決算）総会・第45回共済制度委員会

11月20日（日）13時～　兵庫県保険医協会会議室
・13時～　第100回評議員会　　・14時50分～　臨時（決算）総会

・15時～　第45回共済制度委員会
　特別報告「ウィズコロナ時代の金融経済情勢と生命保険業界」

　太陽生命保険株式会社　取締役常務執行役員　下屋敷　縁氏
・16時10分～　特別講演
「中間層復活のための処方箋―医療分野の位置づけ」
　永濱　利廣氏（株式会社第一生命経済研究所経済調査部　首席エコノミスト）
 　日本経団連のシンクタンク「21世紀政策研究所」で研究主幹とし
て、「中間層復活に向けた経済財政運営の大転換」をまとめ、メディア
でも活躍中の第一線のエコノミストである永濱利廣氏から、日本経済
復活の処方箋をお聞きします。

医科保険請求Ｑ＆Ａ
新型コロナ特例点数が延長 ６面

研
面
究 ８面診内研より　「世界における
糞便移植の現状と将来展望㊦」

政策研究会「なぜプランＢが必要か」
講演録 ４・５面

「医療知ろう！」放送中!!「医療知ろう！」放送中!!

ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週土曜20時02分頃～毎週土曜20時02分頃～

AM558kHz／1395kHz（県北部）　FM91.1MHzAM558kHz／1395kHz（県北部）　FM91.1MHz

11月19日　尼崎アスベスト問題とは
11月26日　鼻呼吸と口呼吸って、こんなに違うの？
　　　　　～寒い冬をあいうべ体操で乗り越えよう！

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
日
常
診
療
を
学
び
あ
い
、
明
日
の
診
療
に
生
か
そ

う
―
―
。
協
会
は
10
月
30
日
、
日
常
診
療
経
験
交
流
会
を
協
会
会
議

室
で
開
催
。
昨
年
に
引
き
続
き
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
も
実
施
し
た
。
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
〜
我
々
は

ど
こ
へ
向
か
う
の
か
〜
」
と
し
、
会
場
に
は
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬

剤
師
、
ス
タ
ッ
フ
ら
44
人
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
30
人
が
参
加
。
分
科

会
で
コ
ロ
ナ
禍
で
の
診
療
の
工
夫
な
ど
の
経
験
を
発
表
し
、
質
疑
応

答
な
ど
で
交
流
を
深
め
た
。

　

今
年
は
分
科
会
を
３
会
場
で
開

催
。
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師

・
看
護
師
ら
20
人
が
演
題
報
告
。

　

内
容
は
、「『
新
型
コ
ロ
ナ
Ｐ
Ｃ

Ｒ
陽
性
！
さ
ぁ
ど
う
し
よ
う
…
』

在
宅
介
護
現
場
の
リ
ア
ル
」「
コ

ロ
ナ
禍
で
の
超
音
波
研
修
〜
感
染

を
防
止
し
て
ハ
ン
ズ
オ
ン
を
行
う

〜
」「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
プ
ラ
イ
マ

リ
ケ
ア
に
お
け
る
呼
吸
器
疾
患
管

理
〜
現
状
の
課
題

と
今
後
の
展
望

〜
」「
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
６
月
末
増

加
転
換
と
12
月
ま

で
の
予
測
」「
ウ

イ
ル
ス
濃
度
に
よ

る
飛
沫
感
染
４
分

類
」
な
ど
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
関
連
の
報

告
か
ら
、「
有
料

老
人
ホ
ー
ム
の

『
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ

ア
面
接
』
に
関
わ

っ
て
」「
日
常
診

療
に
於
い
て
の
耳
鳴
の
治
療
」

「
口
腔
ケ
ア
を
始
め
て
…
当
院
の

ケ
ー
ス
レ
ポ
ー
ト
」
な
ど
、
日
常

診
療
に
則
し
た
内
容
、
ま
た
「
兵

庫
県
下
の
学
校
施
設
に
お
け
る
ア

ス
ベ
ス
ト
実
態
調
査
報
告
」
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
る
報
告
が
な
さ

れ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
日
常
診
療
か
ら
得
た
気
づ
き
や

工
夫
、
研
究
に
つ
い
て
、
会
場
や

オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
職
種
を
超
え
て

質
問
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
活
発
に

意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
展
示
企
画
と
し
て
、
自
然

を
撮
影
し
た
会
員
の
写
真
展
示

や
、
６
月
に
行
わ
れ
た
「
空
気
の

汚
れ
調
査
２
０
２
２
」
の
結
果
報

告
が
行
わ
れ
た
。

（
次
号
以
降
に
参
加
記
を
紹
介
予

定
）

第31回日常診療経験交流会を開催

経験学び合いコロナ禍経験学び合いコロナ禍のの先先へへ

受
診
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

患
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

　

断
続
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
加
え
、
今
年
４

月
に
行
わ
れ
た
年
金
支
給
額
の
引

き
下
げ
や
10
月
に
強
行
さ
れ
た
75

歳
以
上
の
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口

負
担
２
倍
化
。
そ
し
て
、
物
価
高

に
す
る
た
め
「
ア
ン
ケ
ー
ト
付
き

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
開
始
す
る
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
「
経
済

的
な
理
由
で
受
診
を
控
え
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？
」
と
い
う
設
問

を
中
心
に
、
い
く
つ
か
の
ア
ン
ケ

ー
ト
に
待
合
室
で
患
者
に
答
え
て

も
ら
い
返
信
ハ
ガ
キ
で
集
約
す
る

も
の
で
、
抽
選
で
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ

ト
が
当
た
る
。

　

い
ま
議
論
さ
れ
て
い
る
ケ
ア
プ

ラ
ン
の
有
料
化
や
介
護
利
用
料
の

引
き
上
げ
な
ど
介
護
保
険
制
度
の

改
悪
や
、
受
診
時
定
額
負
担
の
導

入
な
ど
医
療
分
野
で
の
さ
ら
な
る

患
者
負
担
増
に
つ
い
て
も
分
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

騰
に
よ
り
、
生
活
に

困
窮
す
る
国
民
が
増

え
て
い
る
。
こ
う
し

た
中
、
協
会
・
保
団

連
は
患
者
の
受
診
抑

制
の
実
態
を
明
ら
か

子
ど
も
医
療
費
無
料
化

を
求
め
る
署
名
も

　

協
会
で
は
、
子
ど
も
の
医
療
費

窓
口
負
担
無
料
化
を
国
の
責
任
で

行
う
こ
と
を
求
め
る
署
名
活
動
に

も
取
り
組
む
。
兵
庫
県
内
で
は
、

２
０
１
３
年
の
段
階
で
中
学
３
年

生
ま
で
医
療
費
窓
口
負
担
が
無
料

だ
っ
た
市
町
は
20
だ
っ
た
が
、
２

０
２
２
年
に
は
40
市
町
ま
で
増
え

た
。
こ
の
動
き
は
全
国
で
も
同
様

で
、
全
国
の
１
７
１
８
自
治
体
の

う
ち
、
１
５
２

１
市
区
町
村
で

所
得
制
限
な
く

何
ら
か
の
子
ど

も
医
療
費
助
成

を
行
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、

協
会
で
は
、
保

団
連
も
参
加
す

る
「
子
ど
も
医

受診状況などの質問に答えると景品が当たる
「アンケート付きリーフレット」

子ども医療費助成を求める
署名用紙　　　　　　　　

多岐にわたる診療内容の経験が交流された

自然を撮影した写真などの展示も行われた

療
全
国
ネ
ッ
ト
」
の
要
請
に
応
え

「
国
の
制
度
と
し
て
、
18
歳
ま
で

の
医
療
費
を
無
料
に
」
署
名
に
取

り
組
む
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
付
き
リ
ー
フ
と

「
国
の
制
度
と
し
て
、
18
歳
ま
で

の
医
療
費
を
無
料
に
」
署
名
は
11

月
中
に
会
員
医
療
機
関
に
届
け
る

予
定
。
子
ど
も
を
は
じ
め
全
世
代

で
お
金
の
心
配
な
く
医
療
に
か
か

れ
る
社
会
を
目
指
す
運
動
に
ぜ

ひ
、
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

　

ご
注
文
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078
―
393
―
１
８
０
７
ま
で

11月下旬にお届け予定！

カタログギフトが
抽選で当たる！

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
の
工
夫
な
ど
20
人
が
演
題
報
告
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会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

大
森　

公
一
先
生

西
宮
市　

内
科

10
月
28
日 

享
年
94
歳

◇
出
席　

19
人

◇
情
勢　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
の
全
数
把
握
を
簡
略
化

し
、
詳
細
な
報
告
の
対
象
を
重
症

化
リ
ス
ク
が
高
い
人
に
限
定
す
る

運
用
が
全
国
で
始
ま
っ
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
ⅰ
）
秋
の

大
型
宣
伝
と
し
て
、
ラ
ジ
オ
関
西

の
「
寺
谷
一
紀
の
ケ
ン
コ
ー
法

師
」
へ
出
演
す
る
こ
と
、
ⅱ
）
保

団
連
・
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン

「
戦
争
し
な
い
未
来
の
た
め
に　

９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
」
の
署
名
の
推

進
お
よ
び
新
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
活

用
、
ⅲ
）
子
ど
も
医
療
全
国
ネ
ッ

ト
の
請
願
署
名
「
国
の
制
度
と
し

て
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費
窓
口
負

担
を
無
料
に
」
の
推
進
、
ⅳ
）
中

央
社
保
協
の
「
介
護
保
険
制
度
の

改
善
を
求
め
る
請
願
署
名
」
の
推

進
が
了
承
さ
れ
た
。
ま
た
、
②
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
導
入
の
義
務

化
撤
回
等
を
求
め
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
、「『
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
導
入
の
原
則
義
務
化
』
と
『
健

康
保
険
証
の
原
則
廃
止
』
方
針
の

撤
回
を
求
め
る
」
抗
議
声
明
文
を

発
表
し
た
こ
と
、
兵
庫
協
会
独
自

の
「
医
師
・
歯
科
医
師
要
請
署

名
」
を
作
成
、
９
月
29
日
時
点
で

４
７
５
筆
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
等

が
確
認
さ
れ
た
。

◇
組
織
強
化
月
間
と
共
済
普
及
対

策　

「
組
織
現
勢
（
７
７
０
９

人
）」
と
協
会
史
上
最
高
で
あ
る

こ
と
、
②
勤
務
医
の
た
め
の
開
業

実
現
セ
ミ
ナ
ー
「
理
想
を
実
現
す

る
新
規
開
業
」（
11
／
19
）、
③
22

年
後
半
期
共
済
制
度
普
及
の
計
画

等
が
確
認
さ
れ
た
。

◇
庶
務
部　

８
月
１
日
付
で
入
職

し
た
杉
本
理
事
務
局
員
が
あ
い
さ

つ
し
た
。

 

（
10
月
８
日　

理
事
会
よ
り
）

　

保
険
局
医
療
課
へ
の
要
請
で

は
、
歯
科
初
再
診
料
の
大
幅
引
き

上
げ
、
歯
初
診
の
施
設
基
準
の
廃

止
、
金
パ
ラ
逆
ザ
ヤ
解
消
、
歯
周

病
重
症
化
予
防
治
療
（
Ｐ
重

防
）、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
、
か
か
り
つ
け
歯

科
医
機
能
強
化
型
歯
科
診
療
所

（
か
強
診
）
の
矛
盾
、
Ｎ
ｉ
―
Ｔ

ｉ
ロ
ー
タ
リ
ー
フ
ァ
イ
ル
を
用
い

た
根
管
形
成
・
拡
大
の
評
価
、
歯

科
用
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
の
欠

損
補
綴
治
療
が
保
険
で
カ
バ
ー
し

き
れ
て
い
な
い
問
題
の
早
期
解
決

な
ど
、
21
項
目
の
改
善
要
望
書
を

手
渡
し
意
見
交
換
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
Ｐ
重
防
に
つ
い
て

は
歯
肉
切
除
手
術
が
必
要
な
重
症

・
数
年
後
に
は
廃
業
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
年
齢
に
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス

ク
で
請
求
し
て
い
ま
す
が
、
電
話

回
線
は
ア
ナ
ロ
グ
の
ま
ま
で
す
。

電
話
回
線
を
変
え
る
と
こ
ろ
か
ら

始
め
て
、
ド
タ
バ
タ
と
設
備
を
整

え
、
従
業
員
も
訓
練
し
て
準
備
を

し
て
い
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
も
う
あ

り
ま
せ
ん
。
今
の
ま
ま
で
い
け
な

い
の
な
ら
廃
業
時
期
を
早
め
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
垂
水
区
）

・
報
道
を
見
ま
す
と
健
康
保
険
証

を
廃
止
し
、
ゆ
く
ゆ
く
は
運
転
免

許
証
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

一
本
化
と
あ
り
ま
す
が
、
色
々
な

と
こ
ろ
で
個
人
情
報
の
漏
洩
が
、

す
で
に
あ
ち
こ
ち
で
起
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
万
が
一
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
、
そ

の
間
に
発
病
し
た
り
し
た
場
合
は

医
療
機
関
に
受
診
で
き
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。 

（
姫
路
市
・
歯
科
）

・
現
在
、
コ
ロ
ナ
で
感
染
対
策
に

緊
張
が
長
く
続
き
、
患
者
数
も
減

少
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
コ

ロ
ナ
が
収
束
し
日
常
生
活
が
正
常

に
戻
る
ま
で
義
務
化
を
撤
回
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま

す
。
私
ど
も
の
診
療
室
は
、
高
齢

者
の
患
者
さ
ん
が
多
い
た
め
、
保

険
証
も
こ
れ
ま
で
通
り
交
付
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま

す
。 

（
宝
塚
市
・
歯
科
）

・
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
導
入
に

は
当
院
の
レ
セ
コ
ン
シ
ス
テ
ム
を

一
新
す
る
必
要
が
あ
り
、
経
済
的

負
担
が
大
き
い
。
患
者
さ
ん
に
も

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
提
示
が
必

要
に
な
り
高
齢
者
は
そ
の
負
担
が

大
き
い
。
医
療
機
関
に
も
患
者
さ

ん
に
も
負
担
が
多
く
メ
リ
ッ
ト
は

少
な
い
。 

（
佐
用
郡
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保
険
証

に
加
え
、
い
ず
れ
免
許
証
や
銀
行

口
座
ま
で
紐
づ
け
し
、
監
視
社
会

の
前
段
階
と
い
え
る
。
オ
ン
ラ
イ

ン
導
入
を
し
た
い
医
院
の
み
に
す

べ
き
だ
と
思
う
。 

（
朝
来
市
）

例
で
あ
っ
て
も
ポ
ケ
ッ
ト
が
４
㎜

未
満
に
な
る
こ
と
で
３
カ
月
リ
コ

ー
ル
と
な
る
矛
盾
が
生
じ
る
た

め
、
主
治
医
の
判
断
で
Ｓ
Ｐ
Ｔ
を

継
続
で
き
る
よ
う
求
め
た
。
こ
れ

に
対
し
厚
労
省
は
「
現
場
の
実
態

は
承
知
し
た
。
関
係
学
会
か
ら
医

療
技
術
評
価
提
案
を
い
た
だ
け
れ

ば
あ
り
が
た
い
」
と
回
答
し
た
。

　

Ｎ
ｉ
―
Ｔ
ｉ
ロ
ー
タ
リ
ー
フ
ァ

イ
ル
に
つ
い
て
、
不
要
な
Ｃ
Ｔ
撮

影
や
再
度
の
根
管
治
療
を
避
け
る

た
め
に
も
、
施
設
基
準
で
な
く
等

し
く
評
価
す
べ
き
だ
と
指
摘
し
た

の
に
対
し
「
関
係
学
会
の
意
見
も

踏
ま
え
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
金
パ
ラ
は
急
激
な
円
安

と
相
ま
っ
て
逆
ザ
ヤ
と
な
っ
て
お

り
、
５
月
改
定
の
よ
う
な
緊
急
是

正
を
求
め
た
と
こ
ろ
、「
中
医
協

で
の
検
討
に
な
る
。
金
パ
ラ
の
代

替
材
料
に
つ
い
て
も
常
に
意
識
を

持
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

「
技
術
の
評
価
見
直
し
に
は
関
係

学
会
と
連
携
し
て
い
た
だ
け
る
と

あ
り
が
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
か
強
診
を
医
科
や

多
職
種
と
の
連
携
の
機
能
評
価
に

改
編
す
る
こ
と
や
、「
同
一
初
診

１
回
限
り
」
の
算
定
制
限
の
整

理
、
浸
麻
の
算
定
制
限
の
改
善
に

つ
い
て
は
、「
よ
く
ご
意
見
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
検
討
し
て
い
き

た
い
」
と
回
答
し
た
。

　

最
後
に
、
保
険
証
廃
止
の
撤
回

や
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
義
務

化
で
は
な
く
選
択
制
に
す
べ
き
と

の
主
張
に
対
し
て
、
厚
労
省
は

「
年
末
の
中
医
協
で
議
論
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
困

難
事
例
を
教
え
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　

懇
談
は
倉
林
明
子
参
議
院
議
員

の
仲
介
に
よ
り
参
議
院
議
員
会
館

で
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
厚
労
省
内
で
介

護
報
酬
改
善
に
向
け
、
居
宅
療
養

管
理
指
導
費
と
給
付
調
整
の
ル
ー

ル
の
改
善
要
望
を
、
新
た
に
就
任

し
た
老
健
局
老
人
保
健
課
の
石
井

佳
笑
主
査
に
手
渡
し
た
。

　

小
児
口
腔
機

能
管
理
料
に
つ

い
て
は
、
川
村

先
生
が
咬
合
不

全
の
子
ど
も
に

対
し
て
咬
合
誘

導
装
置
や
機
能

訓
練
で
の
改
善

事
例
を
示
し
な

が
ら
、
低
す
ぎ

る
評
価
を
見
直

す
よ
う
強
く
訴

え
た
と
こ
ろ

「
症
例
や
資
料

は
部
内
で
共
有

し
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
く
」

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
10
月
27
日
、
歯
科
診
療
報
酬
・
介
護
報

酬
の
改
善
を
求
め
厚
労
省
に
要
請
し
た
。
兵
庫
協
会
か
ら
は
川
村
雅

之
副
理
事
長
が
、
大
阪
歯
科
協
会
か
ら
は
吉
田
裕
志
、
平
尾
清
司
両

副
理
事
長
が
参
加
、
厚
労
省
は
保
険
局
医
療
課
の
奥
田
章
子
課
長
補

佐
、
星
真
奈
実
主
査
が
応
対
し
た
。

　

政
府
・
厚
労
省
が
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
来
年
４
月
か
ら
の
原

則
義
務
付
け
を
決
定
し
た
こ
と
に
対
し
、
協
会
は
義
務
付
け
と
保
険

証
廃
止
の
撤
回
を
求
め
て
運
動
し
て
お
り
、
医
師
・
歯
科
医
師
署
名

は
11
月
９
日
現
在
、
６
９
０
筆
の
署
名
が
集
ま
っ
て
い
る
。
署
名
と

と
も
に
、
寄
せ
ら
れ
た
声
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

厚労省保険局医療課の奥田章子課長補佐（左２人目）、
星真奈実主査（左端）に、川村副理事長（右２人目）
らが要請　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ホイホイ漫画38 長田区　ぽん太withＴ.Ｔ.

カード普及になりふり構わず３ カード普及になりふり構わず４

　

こ
の
悪
政
策
が
実
施
さ
れ
た
な

ら
ば
受
診
抑
制
が
起
こ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
２
年

10
月
１
日
に
現
実
に
施
行
さ
れ

て
、
今
ま
で
の
社
会
保
障
費
削
減

　

政
府
は
10
月
１
日
か
ら
、
一
定

所
得
以
上
の
75
歳
以
上
の
窓
口
負

担
を
２
倍
に
引
き
上
げ
た
。
こ
の

影
響
に
つ
い
て
会
員
か
ら
の
投
稿

を
紹
介
す
る
。

の
医
療
政
策
の
な
か
で
も
、
想
像

以
上
の
受
診
抑
制
が
起
こ
っ
て
お

り
、
事
実
上
の
国
民
皆
保
険
の
破

壊
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

１
割
負
担
の
ま
ま
の
高
齢
者
の

方
々
ま
で
が
、
医
療
機
関
へ
の
受

診
を
控
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
有
病
者
や
基
礎
疾
患
の
方
々

の
感
染
予
防
対
策
や
歯
周
病
予

防
、
義
歯
の
定
期
観
察
ま
で
も
、

患
者
さ
ん
が
大
き
く
減
少
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

こ
れ
が
、
国
民
の
生
命
や
財
産

を
守
る
社
会
保
障
な
の
で
し
ょ
う

か
？　

予
防
医
療
へ
の
転
換
ど
こ

ろ
か
、
症
状
が
あ
っ
て
も
我
慢
に

我
慢
を
重
ね
る
こ
と
で
、
患
者
さ

ん
が
重
症
化
す
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
寿
命
の
大
切

さ
を
啓
発
し
て
き
た
こ
と
も
無
意

味
と
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

過
疎
化
の
進
ん
だ
地
域
医
療
の
崩

壊
も
進
む
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
開
業
歯
科
医
師
と
し

て
、
高
齢
者
の
誤
嚥
性
肺
炎
予
防

に
も
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
が
、

地
域
医
療
機
関
と
し
て
の
任
務
を

果
た
せ
な
く
な
っ
た
よ
う
な
絶
望

感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

賛
同
し
て
も
ら
え
る
患
者
さ
ん

や
他
職
種
の
方
々
と
の
連
携
を
強

め
て
、
窓
口
負
担
の
引
き
下
げ
、

市
町
独
自
の
助
成
制
度
の
創
設
を

求
め
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
貧
困
格
差
の
改
善
と
日
本
国

憲
法
25
条
の
生
存
権
に
基
づ
く
医

療
運
動
に
、
今
後
も
市
民
参
加
を

訴
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

75歳以上窓口負担が２倍化

赤穂郡・歯科　　白岩　一心

想像以上の受診抑制
負担引き下げ求め続ける

保団連近畿ブロック

歯科診療報酬・介護報酬の改善を歯科診療報酬・介護報酬の改善を
 川村副理事長らが厚労省に要請

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
は
撤
回
を
！

会
員
か
ら
の
切
実
な
声

〝
こ
の
ま
ま
で
は
廃
業
〞

〝
監
視
社
会
の
前
段
階
〞

投

稿

オンライン資格確認のシステム導入義務化と
健康保険証の原則廃止の撤回を求める要請署名

ご協力をお願いします！
　署名は政府・国会へ提出します。ご協力がまだの方はぜひご
協力をお願いします。オンライン署名は右の二次元コードから



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０２２年(令和４年)１１月１５日(毎月３回５・15・25日発行)（３） 第２０２２号

特別金利キャンペーン実施中特別金利キャンペーン実施中!!

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1805 融資部まで

京都銀行提携融資制度京都銀行提携融資制度融資部より

　協会と京都銀行の提
携融資制度は、期間限
定の特別金利キャンペ
ーンの期間を延長しま
した。通常より年0.4
％優遇金利となりま
す。借り換えも可能、
手数料も通常より優遇
していますので、ぜひ
ご利用ください。

※1000万円までは原則、担保不要
※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座の社保・国保いずれか片方指定

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ ➡ 0.675％ 1000万円

設備資金 1.075％ ➡ 0.675％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ ➡ 0.875％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ ➡ 0.875％ 3000万円

2022年11月１日現在

「個人保険」団体割引のご案内

明治安田・大樹・富国・三井住友海上あいおい生命の個人保険にご加入の先生方は、協会

の自動引落をご利用になると、保険料の団体割引が適用されます。ぜひ、ご利用ください。

三井住友海上あいおい生命も取り扱い開始！
　明治安田生命、大樹生命、富国生命の 　

　　個人保険にご加入の皆様へ

欧
州
の
予
防
歯
科

 

事
情
を
学
ぶ

複
雑
な
算
定
要
件
の
改
善

協
会
の
さ
ら
な
る
要
請
に
期
待

歯
科
定
例
研
究
会

歯
科
訪
問
診
療
対
策
研
究
会
＆
臨
床
談
話
会

感 想 文

感 想 文

　

歯
科
部
会
は
９
月
23
日
、
協
会
会
議
室
で
定
例
研
究
会
「
北
欧
・

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
予
防
歯
科
か
ら
学
ぶ
日
本
の
歯
科
医
療
の
課
題
」

を
開
催
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病
予
防
を
要
求

す
る
会
」（
Ｐ
Ｓ
Ａ
Ｐ
）
理
事
長
の
西
真
紀
子
先
生
を
講
師
に
、
49

人
（
来
場
14
人
／
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
35
人
）
が
参
加
し
た
。
窪
高
志
先
生
の

感
想
を
紹
介
す
る
。

　

歯
科
部
会
は
10
月
16
日
、
協
会
会
議
室
で
、
歯
科
訪
問
診
療
対
策

研
究
会
＆
第
29
回
歯
科
臨
床
談
話
会
を
開
催
し
、
45
人
が
参
加
し

た
。「
歯
科
訪
問
診
療
の
保
険
請
求
・
介
護
保
険
請
求
の
ポ
イ
ン

ト
」
を
テ
ー
マ
に
伊
丹
市
・
か
わ
む
ら
歯
科
の
川
村
雅
之
先
生
（
協

会
副
理
事
長
）、「
施
設
で
の
口
腔
ケ
ア
を
始
め
て
」
を
テ
ー
マ
に
南

あ
わ
じ
市
・
ケ
イ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
佐
藤
圭
先
生
、「
歯
科
訪
問

診
療
に
お
け
る
全
身
評
価
と
口
腔
機
能
低
下
症
へ
の
対
応
」
を
テ
ー

マ
に
、
と
き
わ
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
の
内
橋
康
行
先
生
が
講
演

し
た
。
参
加
者
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

今
回
、
西
先
生
の
講
演
で
感
銘

を
受
け
た
こ
と
は
、
夢
と
希
望
と

理
想
を
追
い
求
め
て
単
身
で
日
本

を
飛
び
出
し
、
予
防
歯
科
大
国
の

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
み
な
ら
ず
ア
イ

　

神
戸
大
学
感
染
症
内
科
の
岩
田

健
太
郎
先
生
の
講
演
会
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
リ
ア
ル
の
参
加
者

が
20
人
、
ウ
ェ
ブ
参
加
が
70
人
と

聞
い
て
、
ま
だ
ま
だ
普
段
の
日
常

に
は
戻
れ
て
い
な
い
の
を
実
感
し

ま
し
た
。
た
だ
ウ
ェ
ブ
参
加
の
メ

リ
ッ
ト
も
十
分
あ
る
の
で
、
今
後

は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
講
演
会
が
増

え
て
い
く
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま

し
た
。

　

岩
田
先
生
自
身
も
最
近
は
学
会

に
足
を
運
ば
な
く
て
も
い
い
の
で

（
海
外
も
）、
時
間
的
に
も
金
銭

的
に
も
助
か
っ
て
い
る
と
お
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
海
外
の

研
究
発
表
や
最
新
の
情
報
は
ツ
イ

ッ
タ
ー
か
ら
取
得
し
て
お
ら
れ

る
、
と
い
う
の
も
新
鮮
で
し
た
。

先
生
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
頻
繁
に
更

新
す
る
の
も
意
味
が
あ
っ
た
の
で

す
ね
（
笑
）。

　

講
演
会
の
内
容
に
関
し
て
は
少

々
難
解
で
、
薬
剤
師
の
私
に
は
半

分
く
ら
い
し
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

抗
菌
薬
は
種
類
も
使
い
方
も
非

常
に
多
く
、
年
々
更
新
さ
れ
て
い

ま
す
。
勉
強
を
怠
っ
て
い
る
と
岩

田
先
生
が
著
書
で
言
わ
れ
る
よ
う

に
「
時
代
に
乗
り
遅
れ
」
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
の
ご
講
演
は
、
無
症

　

た
だ
時
代
が
追
い
つ
い
て
な
い

と
い
う
か
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ

リ
ン
セ
ス
号
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
し

て
も
そ
う
で
し
た
が
、
決
定
す
る

の
は
国
な
の
で
ズ
レ
が
生
じ
る
の

で
し
ょ
う
。
講
演
の
な
か
で
、
東

日
本
大
震
災
の
救
急
診
療
に
お
い

て
、
意
味
の
な
い
抗
生
剤
の
投
与

が
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
い
た
、
と

い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後

シ
ス
テ
ム
を
完
成
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
薬
剤
師
な
が
ら
痛
感
し

ま
し
た
。

　

最
後
に
先
生
の
本
に
サ
イ
ン
ま

で
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
先
生
ご
講
演
の
際

は
ぜ
ひ
、
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
長
田
区
・
か
り
ん
薬
局

　

薬
剤
師 

堀
池　

夕
美
】

候
性
細
菌
尿
の
治
療

に
対
す
る
考
え
方
や

日
頃
よ
く
見
か
け
る

マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
系
薬

剤
の
使
い
分
け
な
ど

実
用
的
な
内
容
か

ら
、
最
先
端
の
話
も

多
く
、
た
め
に
な
り

ま
し
た
。

　

３
人
の
先
生
方
の
ご
講
演
は
大

変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
高
齢
化

に
伴
い
、
有
病
者
数
が
多
く
な
る

た
め
に
、
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
者

の
治
療
が
困
難
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
外
来
患
者
の
中
に

は
、
在
宅
に
な
っ
て
か
ら
も
訪
問

診
療
を
希
望
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

内
橋
先
生
か
ら
は
、
抜
歯
か
保

存
か
を
選
択
し
た
場
合
の
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
血
圧
変
動
の
許

容
度
、
不
整
脈
の
惹
起
、
出
血
傾

向
な
ど
）
を
考
慮
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。

私
も
、
在
宅
に
な
る
前
に
抜
歯
す

る
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
だ
と
患

者
さ
ん
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

国
は
歯
科
医
師
に
訪
問
診
療
を

し
て
ほ
し
い
の
で
し
ょ
う
が
、
保

険
請
求
の
算
定
要
件
が
複
雑
す
ぎ

ま
す
。
カ
ル
テ
や
レ
セ
プ
ト
摘
要

欄
に
記
載
を
求
め
ら
れ
て
い
る
項

目
が
多
い
上
に
、
各
種
加
算
要

件
、
さ
ら
に
届
出
や
患
者
さ
ん
に

渡
す
書
類
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
こ
と
が
歯
科
訪
問
診
療
の
敷
居

を
高
く
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
た
カ
ル
テ
の
書
き
方
や
保
険
請

求
の
勉
強
会
の
開
催
も
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
介
護
報
酬
っ
て
何
？

と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
、
診
療
報
酬

と
分
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
？　

す
べ
て
診
療
報
酬
の
レ

セ
プ
ト
請
求
で
通
し
て
ほ
し
い
で

す
。

　

今
日
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
参
考
に
し
て
訪
問
診
療
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

【
Ｋ
・
Ｙ
】

も
っ
と
簡
略
化
す
れ

ば
、
歯
科
医
師
が
訪
問

診
療
を
行
い
や
す
く
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
保
険
医
協
会
に

は
、
歯
科
医
療
機
関
が

取
り
組
み
や
す
い
診
療

報
酬
・
介
護
報
酬
の
体

系
へ
の
改
善
を
国
に
要

請
し
て
も
ら
え
る
と
助

か
り
ま
す
。

　

今
回
の
研
究
会
は
、

診
療
報
酬
が
中
心
で
し

た
の
で
、
保
険
医
協
会

に
は
介
護
報
酬
に
特
化

ル
ラ
ン
ド
に
も
留
学
さ
れ
学
位
を

取
得
さ
れ
た
、
そ
の
行
動
力
と
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
す
。

　

次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ア
ル
な
歯

科
医
療
制
度
や
お
国
事
情
を
お
聞

歯
科
治
療
費
が
削
減
で
き
た
た

め
、
そ
の
浮
い
た
予
算
で
無
料
年

齢
期
間
が
23
歳
未
満
ま
で
拡
大
で

き
た
こ
と
で
あ
り
、
や
は
り
『
予

防
歯
科
に
勝
る
歯
科
治
療
な
し
』

と
改
め
て
確
信
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
デ
ー
タ
を
継
続

的
に
収
集
し
、
ま
と
め
て
検
証
、

考
察
し
、
次
へ
の
段
階
、
企
画
に

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
し
て
い
く
大
切
さ
も
痛
感
し

ま
し
た
。

　

ま
た
現
在
、
ネ
ッ
ト
や
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
で
い
ろ
い
ろ
な
情
報
や
学

説
が
氾
濫
し
て
い
ま
す
が
そ
れ
に

振
り
回
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ

か
ら
の
世
の
中
、
し
っ
か
り
と
し

た
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
持
っ
て
、

エ
ビ
デ
ン
ス
や
科
学
的
根
拠
に
基

づ
い
て
自
分
の
頭
で
考
え
判
断
し

な
い
と
い
け
な
い
と
実
感
し
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
西
先
生
か
ら
政
治
体

制
、
社
会
保
障
、
福
祉
制
度
や
大

学
の
医
局
、
学
位
制
度
な
ど
に
関

し
て
、
外
か
ら
見
た
ニ
ッ
ポ
ン
の

問
題
点
、
課
題
の
指
摘
を
受
け
、

こ
の
ま
ま
変
化
し
な
け
れ
ば
閉
鎖

的
で
ぬ
る
ま
湯
体
質
の
日
本
が
将

来
、
社
会
的
、
政
治
的
、
経
済
的

に
も
斜
陽
化
、
衰
退
し
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
危
機
感
を
覚
え
ま

し
た
。

 

【
西
区
・
歯
科　

窪　
　

高
志
】

き
し
て
特
に
印
象

に
残
っ
た
こ
と

は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
18
歳
未
満
の

歯
科
治
療
無
料
制

度
に
お
い
て
予
防

歯
科
が
発
達
、
普

及
し
、
治
療
自
体

が
非
常
に
少
な
く

北欧２カ国への留学経験か
ら日本の歯科医療の課題を
語る西先生　　　　　　　

コロナ時代の抗菌薬の考え
方について岩田教授が講演

３人の演者が歯科訪問診療で必要な知識や
経験を語り、交流した　　　　　　　　　

　

神
戸
支
部
は
10
月
15
日
、
神
戸
支
部
第
43
回
総
会
を
協
会
会
議
室

で
開
催
。
２
０
２
１
年
度
活
動
報
告
と
22
年
度
活
動
方
針
案
を
承
認

し
、
田
中
孝
明
支
部
長
ら
新
支
部
役
員
を
選
出
し
た
。
記
念
講
演

は
、「
抗
菌
薬
の
考
え
方
、
使
い
方　

コ
ロ
ナ
の
時
代
の
差
異
」
を

テ
ー
マ
に
、
神
戸
大
学
医
学
部
附
属
病
院
感
染
症
内
科
の
岩
田
健
太

郎
教
授
が
講
演
し
、
92
人
（
会
場
22
人
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
70
人
）
が
参
加

し
た
。
か
り
ん
薬
局
の
堀
池
夕
美
氏
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

感 想 文 神
戸
支
部　

第

神
戸
支
部　

第
4343
回
総
会
・
記
念
講
演

回
総
会
・
記
念
講
演

時
代
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う

抗
菌
薬
の
知
識
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

居心地の良い環境づくりと居心地の良い環境づくりと
コミュニケーションコミュニケーション

第10回院長を夫にもつみなさまのための懇談会第10回院長を夫にもつみなさまのための懇談会

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1817 事務局・荒川まで

日　時　12月８日（木）14時～16時
会　場　協会５階会議室
講　師　元大手前短期大学教授　水原　道子氏
対象者　医院を支える「院長夫人」のみなさま
参加費　無料　　定　員　30人

　スタッフの定着はクリニック経営の大きな課題です。過
酷なコロナ禍の勤務のもと、スタッフの方々が、明るく前
向きに気持ちよく働ける環境と仕組みづくりを、接遇研修
会でおなじみの水原先生と考えていきましょう。



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

のの  とは？とは？「プラン「プランＢＢ」」

第２０２２号 （４）２０２２年(令和４年)１１月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

　

協
会
が
７
月
９
日
、
協
会
会
議

室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
で
開
催
し

た
政
策
研
究
会
「
〜
『
日
本
再
生

の
た
め
の
「
プ
ラ
ン
Ｂ
」』
著
者

に
聞
く
〜
な
ぜ
プ
ラ
ン
Ｂ
が
必
要

か
」（
講
師
：
神
奈
川
県
立
保
健

福
祉
大
学
教
授
・
医
師　

兪ゆ
う

炳へ
い

匡き
ょ
う

氏
）
の
講
演
録
を
掲
載
す
る
。

　

本
日
は
日
本
の
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
の
迷
走
と
い
う
、
各
論
か
ら
入

り
、
総
論
的
に
こ
れ
か
ら
日
本
を

ど
う
改
革
し
て
い
く
べ
き
か
と
い

う
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
国
立
大
阪
病
院
で
臨
床
研

修
を
し
て
い
た
頃
、
医
療
経
済
学

に
興
味
を
も
ち
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
で
修
士
号
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ

キ
ン
ス
大
学
で
博
士
号
を
取
り
、

米
国
疾
病
管
理
予
防
セ
ン
タ
ー

（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
で
仕
事
を
す
る
機
会

を
得
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
大
規
模

感
染
症
の
予
想
モ
デ
ル
や
医
療
従

　

「Lancet

」
に
、
日
本
の
新
型

コ
ロ
ナ
の
死
亡
率
は
非
常
に
高
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
研
究
論
文

が
出
て
、
話
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

私
は
こ
の
論
文
の
評
価
を
東
京

大
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で
行
い
ま

し
た
。
こ
の
論
文
は
、
世
界
的
な

研
究
グ
ル
ー
プ
が
超
過
死
亡
率
を

推
定
し
た
も
の
で
す
。
２
０
２
０

年
１
月
１
日
か
ら
２
０
２
１
年
12

月
31
日
の
２
年
間
、
世
界
各
国
が

公
表
し
て
い
る
コ
ロ
ナ
で
亡
く
な

っ
た
人
数
の
合
計
は
約
６
０
０
万

人
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
約
３
倍

の
１
８
０
０
万
人
が
亡
く
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
定
を
し

20
程
度
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
別
々

に
予
測
を
行
い
、
複
数
の
予
測
の

う
ち
最
悪
の
ケ
ー
ス
に
備
え
て
対

策
を
と
る
の
が
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
で
す
が
、
日
本
は
い
ま

だ
に
一
組
織
で
正
解
が
出
る
と
考

え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

米
国
の
予
測
は
、
ジ
ョ
ン
ズ
・

ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
や
Ｍ
Ｉ
Ｔ
な
ど

最
先
端
の
研
究
レ
ベ
ル
を
持
つ
大

学
の
19
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
行
っ

て
お
り
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
感

事
者
の
需
要
・
供
給
分
析
、
日
本

の
医
療
制
度
な
ど
の
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

私
か
ら
見
て
、
日
本
の
コ
ロ
ナ

・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
は
世
界
か

ら
逸
脱
し
て
い
ま
す
。
そ
の
最
た

る
も
の
が
貧
弱
な
臨
床
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
体
制
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
迷
走
し
た
コ
ロ
ナ

対
策
を
行
う
と
、
日
本
か
ら
の
頭

脳
流
出
が
進
み
、
特
に
若
い
医

師
、
科
学
者
が
日
本
に
絶
望
し
日

本
か
ら
逃
げ
出
す
の
で
は
な
い
か

と
心
配
し
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

日
本
で
報
告
さ
れ
て
い
る
コ
ロ

ナ
の
死
亡
者
数
は
１
万
８
４
０
０

人
、
死
亡
率
は
人
口
10
万
人
当
り

７
・
３
人
で
、
世
界
全
体
（
39
・

２
）
の
約
５
分
の
１
で
す
。
し
か

し
、
本
論
文
は
、
そ
の
６
倍
の
11

万
１
０
０
０
人
が
死
亡
し
た
の
で

は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
報
告
数
と
指
定
数
の
比
率
が

５
倍
以
上
の
国
は
、
日
本
の
他
は

低
・
中
所
得
国
ば
か
り
で
す
。

　

な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
日
本
で
隠
れ
た

死
亡
者
数
が
大
き
い
の
か
。
日
本

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
貧
弱
さ
が

国
際
的
な
比
較
で
曝
露
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

染
の
予
想
値
の
幅
は
大
き
く
、
一

例
で
は
、
最
小
値
と
最
大
値
で
１

０
０
倍
近
い
差
が
あ
り
、
予
想
の

難
し
さ
が
分
か
り
ま
す
。

　

一
方
、
日
本
で
は
、
政
府
の
非

公
開
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
感
染
予

測
を
長
年
行
っ
て
い
る
研
究
者

は
、
京
都
大
学
の
西
浦
博
教
授
の

研
究
グ
ル
ー
プ
だ
け
で
し
た
。
一

つ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
だ
け
の
予
測

で
は
、
最
悪
の
ケ
ー
ス
の
予
測
と

そ
れ
に
基
づ
く
政
策
立
案
が
困
難

に
な
り
ま
す
。

世
界
標
準
か
ら
逸
脱
し
続
け
る
コ
ロ
ナ
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
過
剰
死
亡
論
文
の
評
価

流
行
予
測
モ
デ
ル
が
貧
弱
な
日
本

神
奈
川
県
で
の
予
測
モ
デ
ル
の
と
り
く
み

世
界
の
中
の
日
本
と
は
？

　

な
ぜ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
が
貧
弱

だ
と
困
る
の
か
と
い
う
話
の
前

に
、
流
行
予
測
モ
デ
ル
に
関
す
る

米
国
の
連
邦
政
府
機
関
で
あ
る
Ｃ

Ｄ
Ｃ
と
日
本
の
中
央
政
府
と
の
違

い
に
ふ
れ
て
お
き
ま
す
。

　

米
国
と
比
較
す
る
と
日
本
政
府

の
姿
勢
は
怠
慢
と
い
う
一
言
に
尽

き
ま
す
。
米
国
政
府
は
州
だ
け
で

は
な
く
、
郡
（
カ
ウ
ン
テ
ィ
）
と

い
う
市
町
村
規
模
の
単
位
で
毎

週
、
感
染
予
測
を
出
し
て
い
ま
す

が
、
日
本
政
府
は
感
染
予
測
は
ほ

と
ん
ど
公
表
し
て
お
ら
ず
、
特
に

都
道
府
県
単
位
で
は
私
が
知
る
限

り
１
度
し
か
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　

感
染
予
測
は
非
常
に
難
し
く
、

　

私
の
い
る
、
神
奈
川
県
立
保
健

福
祉
大
学
ヘ
ル
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
研
究
科
と
神
奈
川
県
健
康
医
療

局
に
よ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者

情
報
分
析
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

県
庁
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
用
に

確
保
す
る
病
床
数
の
予
測
モ
デ
ル

を
作
成
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
。
予
測
モ
デ
ル
に
は
通

常
、
最
低
半
年
間
の
期
間
が
必
要

で
す
が
、
突
貫
工
事
で
２
カ
月
の

準
備
期
間
の
後
、
２
０
２
１
年
８

月
か
ら
２
次
医
療
圏
ご
と
に
、
入

院
患
者
数
、
重
症
患
者
数
、
累
積

陽
性
者
数
の
予
測
を
行
い
ま
し

た
。
私
が
知
る
限
り
、
日
本
で
初

め
て
の
２
次
医
療
圏
ご
と
の
感
染

予
測
で
す
。
毎
週
、
神
奈
川
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
測
デ
ー
タ
を

公
開
し
、
実
際
の
感
染
者
の
数
字

と
の
答
え
合
わ
せ
も
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
７
カ
月
ほ
ど
続
け
た

後
、
デ
ー
タ
の
質
が
あ
ま
り
に
も

悪
く
な
っ
た
た
め
、
予
測
の
更
新

を
中
止
し
ま
し
た
。

　

デ
ー
タ
分
析
は
、〝Garbage 

in,garbage out

〞
で
す
。
い
く

ら
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

使
っ
て
も
、
そ
も
そ
も
分
析
す
る

デ
ー
タ
の
質
が
悪
い
と
、
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
、
す
な
わ
ち
感
染
予
測
も

質
が
悪
く
な
り
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
体
制
が
貧
弱
で
困
る
理
由
は
こ

れ
で
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
効
果
の
検
証
も
同
様

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
２
次
医
療

圏
ご
と
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
と
感

染
者
数
の
デ
ー
タ
が
あ
る
わ
け
で

す
か
ら
、
理
論
上
は
、
ワ
ク
チ
ン

の
各
変
異
株
に
対
す
る
効
果
が
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
推
定
で
き
る
の
で

す
。
し
か
し
、
デ
ー
タ
・
人
員
・

予
算
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
ワ

ク
チ
ン
の
効
果
検
証
も
進
ん
で
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
私

は
下
水
検
査
を
昨
年
５
月
に
提
案

し
、「
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
一
環
と
し
て
、
神
奈
川
県

内
の
下
水
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
測
定
を
、
２
０
２
１
年
11
月
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
。
下
水
中
の
ウ

イ
ル
ス
量
と
下
水
処
理
場
の
流
域

の
新
規
陽
性
者
数
の
増
減
パ
タ
ー

ン
が
か
な
り
似
て
い
る
結
果
に
な

り
ま
し
た
。
下
水
検
査
が
全
国
的

に
拡
大
で
き
れ
ば
、
日
本
の
コ
ロ

ナ
対
策
が
若
干
改
善
す
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

も
４
社
よ
り
多
か
っ
た
の
で
す
。

今
、
50
年
前
と
同
レ
ベ
ル
で
円
安

が
進
ん
で
い
る
と
い
う
の
は
偶
然

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｗ
Ｅ

Ｆ
）
の
男
女
平
等
ラ
ン
キ
ン
グ
も

日
本
は
１
２
０
位
と
驚
く
べ
き
低

さ
で
す
（
図
２
）。
人
口
の
半
分

は
女
性
で
す
。
そ
の
女
性
の
能
力

を
発
揮
す
れ
ば
、
経
済
発
展
は
よ

り
進
み
ま
す
の
で
、
経
済
合
理
性

と
い
う
観
点
か
ら
も
、
よ
り
男
女

平
等
の
方
が
よ
い
の
で
す
が
、
日

本
は
そ
う
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

す
で
に
、
優
秀
な
女
性
研
究
者

が
日
本
か
ら
逃
げ
出
し
て
い
ま

す
。
国
内
で
自
然
科
学
系
の
大
学

研
究
所
に
勤
め
て
い
る
女
性
の
割

合
は
わ
ず
か
10
％
で
す
。
一
方
、

日
本
国
外
で
勤
務
し
て
い
る
日
本

人
の
自
然
科
学
系
の
研
究
者
の
60

％
が
女
性
で
す
。

　

次
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
現

在
、
あ
ら
ゆ
る
先
端
の
自
然
科
学

は
絶
対
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使

い
ま
す
の
で
、「
産
業
の
米
」
と

も
言
え
る
の
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
で
す
。
日
本
の
実
力

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
世
界
の
大

学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
東
大
は
世
界

１
３
４
位
、
全
学
部
を
含
め
た
ラ

ン
キ
ン
グ
で
も
74
位
で
す
。
コ
ン

ら
で
す
。
そ
し
て
、
契
約
期
間
の

間
に
非
常
に
太
い
研
究
の
パ
イ
プ

が
で
き
ま
す
。
私
が
知
る
限
り
、

日
本
の
大
学
は
こ
う
い
う
こ
と
を

や
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

企
業
の
時
価
総
額
ラ
ン
キ
ン
グ

で
も
、
１
９
８
９
年
の
バ
ブ
ル
絶

頂
期
は
上
位
１
０
０
社
の
う
ち
53

社
を
日
本
が
占
め
て
い
ま
し
た

が
、
２
０
２
１
年
は
３
社
の
み
と

日
本
企
業
の
競
争
力
も
非
常
に
低

下
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
５
カ
国
の
間
の
国
際
競

争
力
ラ
ン
キ
ン
グ
の
経
時
的
変
化

で
も
、
か
つ
て
日
本
は
１
位
で
し

た
が
、
最
下
位
に
転
落
し
て
い
ま

す
（
図
３
）。

　

物
価
高
を
考
慮
し
た
１
人
当
た

り
の
給
与
で
も
、
日
本
は
30
年
前

に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
、
20
年
前
に

香
港
に
、
10
年
前
に
台
湾
に
、
去

年
、
韓
国
に
抜
か
れ
、
今
、
日
本

は
東
ア
ジ
ア
で
ほ
ぼ
最
低
の
国
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
世
界
の

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
「
働
く
の

で
あ
れ
ば
ど
の
国
が
い
い
か
」
と

い
う
質
問
で
、
日
本
は
35
位
で

す
。
ア
ジ
ア
の
人
す
ら
日
本
を
目

指
さ
な
く
な
っ
た
と
い
う
深
刻
な

状
況
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
で
は

ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
ま
せ
ん
。
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図２　「男女平等ランキング」の経時的変化
（世界経済フォーラム（WEF））

コンピューターサイエ
ンス学科のランキング

全学部含めた
大学ランキング 大学名 国

1 （36） 清華大学 中国
2 （43） 南洋理工大学 シンガポール
3 （51） キング・アブドゥルアズィーズ大学 サウジアラビア
4 （34） シンガポール国立大学 シンガポール
5 （34） テキサス大学オースティン校 米国
6 （311） 東南大学 中国
7 （136） 上海交通大学 中国
8 （245） 華中科技大学 中国
9 （3） スタンフォード大学 米国
10 （2） マサチューセッツ工科大学 米国
134 （74） 東京大学 日本
168 （255） 東北大学 日本
224 （242） 大阪大学 日本
241 （124） 京都大学 日本
245 （325） 九州大学 日本
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表１　コンピューターサイエンス学科と全学部の
世界大学ランキング　　　　　　　

図３　アジア５カ国の国際競争力ランキングの
経時的変化　　　　　　　　　　
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こ
の
よ
う
に
日
本
の
コ
ロ
ナ
対

策
は
非
常
に
粗
末
で
す
が
、
か
つ

て
日
本
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
世
界

の
最
先
端
で
、
も
っ
と
も
豊
か
な

国
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
い
ま

だ
に
日
本
国
内
で
は
、
世
界
の
中

の
日
本
を
こ
の
頃
の
イ
メ
ー
ジ
で

考
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
は
こ
の
現
状
認
識

（
イ
ン
プ
ッ
ト
・
デ
ー
タ
）
を
そ

も
そ
も
正
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

経
済
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
日

本
か
ら
、
外
国
企
業
は
す
で
に
全

面
撤
退
し
て
い
ま
す
。
東
京
証
券

取
引
所
に
上
場
し
て
い
る
外
国
企

業
の
数
は
バ
ブ
ル
最
盛
期
に
は
１

２
５
社
で
し
た
が
、
今
は
た
っ
た

４
社
し
か
あ
り
ま
せ
ん
（
図

１
）。
日
本
の
経
済
の
先
行
き
は

な
い
と
見
て
、
と
っ
く
に
逃
げ
出

し
て
い
る
の
で
す
。
日
本
の
証
券

取
引
所
で
外
国
企
業
が
上
場
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
１
９
７
３
年
で

ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
の
ト

ッ
プ
10
は
中
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国

…
と
続
い
て
い
ま
す
（
表
１
）。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
で
世
界
１
位
と
な
っ
て
い
る

の
は
中
国
の
清
華
大
学
で
、
全

学
部
を
含
め
た
ラ
ン
キ
ン
グ
で

も
36
位
で
す
。
日
本
以
外
の
ア

ジ
ア
の
大
学
の
ラ
ン
キ
ン
グ
が

短
期
間
で
上
昇
し
た
理
由
は
、

米
国
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
大
学

か
ら
ラ
ボ
ご
と
研
究
者
を
十
人

単
位
で
引
き
抜
き
、
３
年
・
５

年
単
位
で
契
約
を
し
て
い
る
か
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負
け
を
減
ら
す
「
プ
ラ
ン
Ｂ
」

医
療
関
連
分
野
の
高
い
経
済
波
及
効
果

非
営
利
部
門
拡
大
で
地
域
経
済
が
成
長

多
国
籍
企
業
・
大
企
業
の
税
逃
れ
へ
の
対
策

　

こ
の
よ
う
に
日
本
の
個
々
の
企

業
も
国
全
体
で
も
、
国
際
競
争
力

が
低
下
し
ま
し
た
。
競
争
力
の
あ

る
企
業
は
、
日
本
を
出
て
海
外
で

生
産
を
し
て
い
ま
す
。
円
安
に
な

っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
日
本
国
内

で
生
産
さ
れ
る
ト
ヨ
タ
の
車
が
ア

メ
リ
カ
で
売
れ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
で
税
金
を
払

い
、
ア
メ
リ
カ
人
を
雇
用
す
る
と

い
う
条
件
で
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で

の
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
生
産
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
円

安
で
も
、
高
度
経
済
成
長
期
と
異

な
り
、
日
本
の
貿
易
黒
字
は
容
易

に
増
え
ま
せ
ん
。

　

明
治
以
来
の
、
輸
出
と
企
業
の

設
備
投
資
に
よ
っ
て
豊
か
に
な
る

の
を
目
的
と
し
た
計
画
を
、
私
は

「
プ
ラ
ン
Ａ
」
と
定
義
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
い
わ
ば
「
勝
ち
を
増

や
す
」
も
の
で
す
。

　

日
本
が
こ
の
「
プ
ラ
ン
Ａ
」

で
、
今
後
も
世
界
に
対
抗
す
る
こ

と
は
難
し
く
、
負
け
を
減
ら
す
こ

と
を
め
ざ
す
「
プ
ラ
ン
Ｂ
」
を
採

る
し
か
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

（
表
２
）。
現
在
、
日
本
は
先
進

国
と
し
て
の
豊
か
さ
を
持
っ
て
い

ま
す
の
で
、
現
在
の
豊
か
さ
を
引

き
下
げ
な
い
こ
と
を
目
指
す
べ
き

で
す
。
い
か
に
国
内
か
ら
国
外
へ

富
の
流
出
を
減
ら
す
か
。
も
っ
と

言
え
ば
東
京
以
外
か
ら
東
京
へ
の

富
の
流
出
を
減
ら
す
か
。
こ
れ
が

概
念
的
に
、
非
常
に
大
事
な
目
標

に
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
、
ど
う
す
る
か
。
一

つ
は
、
営
利
企
業
に
期
待
せ
ず

に
、
政
府
・
民
間
「
非
」
営
利
組

織
に
よ
り
国
の
リ
ソ
ー
ス
を
傾
斜

配
分
す
べ
き
で
す
。

　

薬
を
開
発
し
て
売
る
に
は
、
薬

１
種
類
当
た
り
約
１
兆
円
近
い
投

資
が
必
要
で
、
こ
れ
は
ハ
イ
リ
ス

ク
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。
今
回
の
新
型

コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に
は

実
際
に
一
企
業
当
た
り
、
１
千
億

円
単
位
の
投
資
を
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
日
本
政
府
が
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
た
め
に
最
初
に
出
し
た
お

金
は
総
額
で
33
億
円
で
す
。
こ
れ

で
は
国
際
競
争
で
勝
て
る
わ
け
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、
投
資
リ
ス

ク
の
高
い
新
薬
開
発
よ
り
も
、
予

防
医
療
教
育
に
力
を
入
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
国
内
で
確
実
に
お
金

を
循
環
さ
せ
る
べ
き
と
私
は
考
え

ま
す
。
予
防
医
療
教
育
へ
の
支
出

を
１
０
０
万
円
増
や
す
と
、
地
域

で
循
環
し
て
、
地
域
全
体
で
約
６

０
０
万
円
の
経
済
波
及
効
果
を
持

つ
と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
が
実
際
に

あ
り
ま
す
。

　

マ
ク
ロ
経
済
学
者
の
塚
原
康
博

先
生
は
、
日
本
の
産
業
を
60
に
分

類
し
、
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て

ラ
ン
ク
付
け
し
ま
し
た
。
例
え
ば

保
健
所
は
60
分
野
中
９
位
で
す
。

１
位
は
広
告
、
２
位
が
輸
送
機

械
、
自
動
車
で
す
。

　

例
え
ば
保
健
所
に
新
し
く
保
健

師
を
雇
用
し
、
ボ
ー
ナ
ス
を
１
０

０
万
円
支
払
え
ば
、
保
健
師
は
地

元
の
ス
ー
パ
ー
で
い
つ
も
買
わ
な

い
牛
肉
を
買
い
、
す
る
と
、
ス
ー

パ
ー
は
儲
か
り
ス
ー
パ
ー
の
従
業

員
の
ボ
ー
ナ
ス
が
増
え
、
そ
の
お

金
で
ス
ー
パ
ー
の
従
業
員
が
近
く

の
寿
司
屋
や
ラ
ー
メ
ン
屋
に
食
事

に
行
く
。
す
る
と
、
寿
司
屋
や
ラ

ー
メ
ン
屋
が
儲
か
り
、
近
く
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

を
出
す
頻
度
が
増
え
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
地
元
に
お
金
を
使
う
限

り
、
保
健
師
に
支
払
っ
た
ボ
ー
ナ

ス
の
１
０
０
万
円
が
地
元
の
ス
ー

パ
ー
へ
、
そ
し
て
お
寿
司
屋
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
屋
へ
と
地
域
で
循
環

し
ま
す
。
こ
れ
が
、
１
年
経
つ
と

６
倍
程
度
の
金
額
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

を
大
き
く
す
る
た
め
に
は
、
医
療

福
祉
や
予
防
医
療
に
お
金
を
入
れ

れ
ば
マ
ク
ロ
経
済
は
よ
く
な
る
と

い
う
の
は
数
字
で
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
政
治
的
に

は
医
療
関
連
分
野
に
予
算
が
優
先

的
に
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
医
療
関

連
分
野
、
特
に
予
防
医
療
教
育

は
、
雇
用
創
出
効
果
も
極
め
て
高

い
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

図
４
は
、「
非
営
利
部
門
拡
大

が
、
バ
ケ
ツ
の
水
位
を
高
め
、
地

元
か
ら
の
富
の
流
出
を
減
ら
す
理

由
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
維
新
の

会
や
自
民
党
は
、
非
営
利
部
門
で

あ
る
医
療
機
関
や
自
治
体
の
仕
事

を
民
間
営
利
企
業
に
外
部
委
託
す

ボ
ー
ナ
ス
１
０
０
万
円
の
よ
う
に

１
年
間
で
そ
の
地
域
で
６
倍
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
が
営
利
部
門
の
場

合
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
の
コ
ン
ビ

ニ
が
典
型
で
す
が
、
通
常
本
社
は

東
京
な
ど
地
域
外
に
あ
り
ま
す
の

で
、
い
く
ら
そ
の
店
が
流
行
っ
て

い
て
も
、
儲
か
っ
た
お
金
は
地
元

に
還
元
・
循
環
し
な
い
で
地
域
の

外
に
出
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

図
４
の
よ
う
に
、
バ
ケ
ツ
の
中

の
非
営
利
部
門
を
よ
り
大
き
く
す

れ
ば
、
地
元
に
残
る
水
が
増
え
、

地
元
に
残
る
水
は
循
環
し
な
が
ら

地
域
内
で
増
え
る
の
で
、
地
元
経

済
を
活
性
化
し
ま
す
。
そ
の
た
め

に
い
か
に
地
域
外
へ
の
流
出
を
減

ら
す
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

日
本
の
富
の
流
出
を
防
ぐ
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

　

Ｅ
Ｕ
は
、
Ｅ
Ｕ
圏
内
で
利
益
を

上
げ
た
企
業
は
、
Ｅ
Ｕ
圏
内
で
税

金
を
払
う
べ
き
と
の
原
則
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
一
例
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ

圏
外
へ
の
富
の
流
出
を
防
ぐ
た
め

に
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
や
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ

の
巧
妙
な
脱
税
に
対
し
、
巨
額
の

制
裁
金
を
課
し
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
や
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ

に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
競
合
で
き
る

企
業
を
Ｅ
Ｕ
圏
内
で
育
成
す
る
ま

で
は
、
即
効
性
の
あ
る
規
制
政
策

に
よ
り
Ｅ
Ｕ
圏
内
で
税
金
を
払
わ

せ
て
い
ま
す
。
日
本
も
Ｅ
Ｕ
に
倣

う
べ
き
で
す
。

　

た
だ
、
こ
れ
は
一
国
で
は
な

く
、
Ｅ
Ｕ
だ
か
ら
で
き
た
と
い
う

面
が
あ
り
ま
す
。
東
ア
ジ
ア
で

は
、
日
本
、
韓
国
、
台
湾
な
ど
各

国
は
バ
ラ
バ
ラ
で
す
。
Ｅ
Ｕ
と
似

た
よ
う
な
多
国
間
の
組
織
を
、
東

ア
ジ
ア
に
も
つ
く
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
バ
マ
大
統
領
が
２
０
１
６
年

に
広
島
に
来
た
と
き
、
日
本
の
被

爆
者
を
ハ
グ
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
で
は
現
在
も
原
爆
投
下
が
正
し

か
っ
た
と
主
張
す
る
人
が
多
い
の

で
、「
け
し
か
ら
ん
」
と
の
批
判

を
受
け
る
こ
と
を
予
想
し
て
、
ハ

グ
す
る
対
象
を
慎
重
に
選
ん
だ
の

で
し
ょ
う
。
こ
の
被
爆
者
は
広
島

原
爆
で
亡
く
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
人

捕
虜
の
遺
族
に
連
絡
を
と
り
感
謝

さ
れ
た
方
で
し
た
。
核
兵
器
の
廃

絶
と
い
う
困
難
な
協
同
作
業
の
第

一
歩
と
し
て
、
日
本
人
と
米
国
人

が
核
兵
器
の
犠
牲
者
を
共
に
弔
う

こ
と
か
ら
始
め
た
の
で
す
。

　

過
去
の
犠
牲
者
を
共
に
弔
う
こ

と
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
Ｅ
Ｕ

に
倣
う
共
同
体
を
創
設
す
る
と
い

う
容
易
で
は
な
い
協
同
作
業
を
始

め
る
際
の
、
重
要
な
示
唆
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

繰
り
返
し
ま
す
が
、
現
在
の
日

本
は
先
進
国
レ
ベ
ル
の
豊
か
さ
が

あ
る
の
で
、
今
後
は
富
の
国
外
流

出
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
す
れ

ば
、
先
進
国
レ
ベ
ル
の
豊
か
な
生

活
は
か
ろ
う
じ
て
維
持
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
南
部
の
名
門
・
デ
ュ

ー
ク
大
学
は
、
糖
尿
病
の
予
防

に
、
薬
と
栄
養
士
が
提
供
す
る
予

防
医
療
教
育
の
ど
ち
ら
が
効
果
が

あ
る
か
、
10
年
ほ
ど
か
け
て
調
査

し
ま
し
た
。
同
じ
金
額
で
比
較
す

る
と
、
薬
を
服
用
す
る
よ
り
も
、

予
防
医
療
教
育
を
受
け
る
方
が
糖

尿
病
に
な
る
確
率
を
減
ら
せ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

も
し
、
こ
の
製
薬
会
社
が
地
域

内
に
な
く
、
例
え
ば
東
京
や
ア
メ

れ
ば
い
い
、
と
い
う
考
え
で
す

が
、
こ
れ
は
完
全
に
間
違
い
で
、

非
営
利
部
門
を
拡
大
し
た
方
が
地

元
経
済
に
よ
り
大
き
く
貢
献
し
ま

す
。

　

非
営
利
部
門
に
お
金
を
流
す

と
、
先
ほ
ど
保
健
師
に
支
給
し
た

政策研究会　「なぜプランＢが必要か」

【ゆう　へいきょう】1967年大阪府生まれ。93
年北海道大学医学部卒業。93年～95年国立大阪
病院で臨床研修。97年ハーバード大学修士課程
修了（医療政策・管理学）。2002年ジョンズ・ホ
プキンス大学博士課程修了（PhD・ 医療経済
学）。スタンフォード大学医療政策センター研究
員、米国疾病・管理予防センター（CDC）エコ
ノミスト、カリフォルニア大学デービス校准教
授などを経て20年より現職

神奈川県立保健福祉大学
イノベーション政策研究センター 兪 炳匡教授

書
籍
紹
介

『
日
本
再
生
の
た
め
の「
プ
ラ
ン
Ｂ
」

 

医
療
経
済
学
に
よ
る
所
得
倍
増
計
画
』

集
英
社
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２
０
２
１
年
発
行

定
価
１
０
１
２
円
（
税
込
）

（
4
面
か
ら
の
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づ
き
）

表２　現在の日本で支配的な「プランA」と
　　　撤退戦に必要な「プランB」の違い　

図４　 非営利部門拡大が、バケツの水位（賃金と地
元の実体経済での循環）を高め、地元からの
富の流出を減らす理由

表３　 自治体Ｘ県の視点から薬〔プランA〕よりも予
防医療教育〔プランB〕を正当化する仮想例
（括弧内は、Ｘ県と中央政府の併せた視点）

プランA プランB
１-A．救済の主たる対象者 「１％」 「99％」（注１）

１-B．親和性の高い価値観 権威主義 民主主義・
基本的人権

１-C．望ましい政治制
度 中央集権型政府

地方分権型政府、
基本的人権に
基づく世界政府
（その第一歩とし
ての北東アジア
経済共同体）

プランA プランB
２-A．概念的な目的 勝ちを増やす 負けを減らす

２-B．国（マクロ）レ
ベルの目的

高度成長期（明治
時代）以来の「輸
出と企業の設備投
資の増大」

地方（ないし国
内）から東京（な
いし国外）への富
の流出を減らす

２-C．個々の組織・
個人（ミクロ）レベ
ルの目的

利潤率と
株主配当の最大化

「将来生き残る社
会資本産業におけ
る安定した雇用創
出」と「実質賃金
（ないし生活水
準）の向上」を最
大化する

プランA プランB
３-A．望ましい組織
形態 営利企業 政府・民間

「非」営利組織

３-B．事業の成功例

新薬開発１件に１
兆円投入して成功
すればＸ兆円の利
益、ただし成功す
る確率は過去60年
で「80分 の １以
下」に低下ａ）

予防医療教育への
支出を100万円増
やすと地域で循環
して、確実に
地域全体で約600
万円の経済波及効
果を持つｂ）

３-C．事業の失敗例
大規模な中抜き・
汚職の温床になる
可能性が大きい

左記の可能性が
小さい

薬# 予防医療教育
Ⅰ）医療費支出 300万円 300万円
Ⅱ）地元経済への寄与 22万円† 218.2万円
Ⅲ）税収（法人税・所得税・住民
税§と消費税†‡）と社会保険料
§への寄与の合計

5.6万円 58.8万円

（注１）この「99％」は、2011年に米国で始まったオキュパイ（占拠）運動に由来す
る用語で、不労所得のみで生活できる「１％の最富裕層」に含まれない、社会の大多
数者を意味します。

ａ） Scannell JW et al. Diagnosing the decline in pharmaceutical R&D efficiency. 
Nat Rev Drug Discov.  2012;11(3):191-200.

ｂ） 塚原康博．医療サービス活動における産業・雇用連関分析の展開．季刊・社会保
障研究．2011；47（2）：104-118．

『日本再生のための「プランB」医療経済学による所得倍増計画』（集英社新書、2021）

地域外へ
流出 地元への

還元・循環が更に増加

地域外への
流出が減少大部分は地元に

還元・循環しながら増大

営利部門非営利部門営利部門非営利部門

● 非営利部門の
拡大後

地方自治体の
支出金

● 現状

地方自治体の
支出金

リ
カ
に
あ
れ

ば
、
薬
に
支
出

す
る
医
療
費
の

大
部
分
は
、
地

域
か
ら
流
出
し

て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
予

防
医
療
教
育
の

方
が
地
元
経
済

へ
の
寄
与
や
税

収
・
社
会
保
険

料
へ
の
寄
与
が

大
き
く
な
り
ま

す
（
表
３
）。

※脚注　薬と予防医療教育の便益・効果を同じと仮定。
従来の評価方法（Ｉのみを根拠）の結論：「薬と予防医療教育の経済効率は同じ」。
筆者の提言する新しい評価方法（ＩのみならずIIとIIIも考慮）の結論：「薬よりも予防医
療教育が望ましい」可能性が高い
＃：薬も処方や調剤などの一連のサービスを考えると、人件費が占める割合も高くな
り、分配面のGDP上給与としてサービスが供給された場所のGDPが高くなる可能性が
あるが、この例を単純化するため、考慮していない。
§： 年収300万円のモデルケースを参照https://career-picks.com/average-salary/
nensyu300
住民税12万円をＸ県（厳密にはＸ県に4.8万円、スタッフが居住する市町村に7.2万円）
に、所得税６万円を中央政府に、社会保険料を42万円払うと仮定。製薬企業の従業員
も社会保険料を支払っているが、単純化のため、ここでは予防医療教育と同額と仮定。
単純化のため、社会保険料の雇用者負担も、薬と予防医療教育の間で同じ（０円）と仮
定。
†：単純化のため患者の自己負担額（率）をゼロに仮定。Ｘ県立の医療機関の仕入れ
額のみを基にすると、消費税額は25.3万円（=300万円×（100％-7.2％）×（10％／110
％））。この25.3万円のうち、Ｘ県に地方消費財として還元されるのは5.6万円（厳密に
はＸ県に2.8万円、スタッフが居住する市町村に2.8万円）、残りの19.7万円は中央政府へ。
‡：予防医療教育スタッフは、所得税・住民税・社会保険料を除いた、手取りが240万
円の全額をＸ県で消費すると、消費税（10％と仮定）を21.8万円払うと仮定。この21.8
万円のうち、Ｘ県に地方消費財として還元されるのは4.8万円（厳密にはＸ県に2.4万
円、スタッフが居住する市町村に2.4万円）、残りの17万円は中央政府へ。



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第２０２２号 （６）２０２２年(令和４年)１１月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

制度名 対象 支給内容 締切・問い合わせ先

尼
崎
市

介護サービス
等事業者に対
する物価高騰
対策福祉施設
等支援給付金

市内の介護事業所
（※医療みなし指定の事業
所は対象外）

通所リハビリテーション事
業所など１定員あたり6,000
円
訪問介護事業所など１事業
所あたり25,000円

12月16日（金）

介護保険事業担当
☎06-6489-6350

西
宮
市

新型コロナウ
イルス感染症
に係る事業継
続包括支援給
付金

市内の介護事業所
（※医療みなし指定の事業
所も対象）

居宅療養管理指導
20万円など

11月19日（土）

コールセンター
☎050-5371-1726

宝
塚
市

（再掲）物価
高騰等対応小
規模事業者応
援一時支援金

2021年11月から2022年３月
までの任意の１カ月の売上
高に係る売上減少率が、
2018年11月から2021年３月
までの同月と比べて10％以
上30％未満減少しているこ
と、など

10万円 12月28日（水）

宝塚商工会議所
☎0797-91-5500

川
西
市

介護サービス
事業所物価高
騰対策支援交
付金

居宅療養管理指導などサー
ビス事業所を2022年４月１
日以前から継続して運営し
ている法人（個人開業の医
療機関は対象外）

１・ ２の合計額に0.75％を
乗じた額
１．2022年６月から８月に
支払いを受けた介護給付費
及び介護予防・日常生活支
援総合事業費の合計額
２．１の額を３で除して求
めた１月当たりの平均額に
６を乗じて得た額

2023年
３月31日（金）

福祉部介護保険課
☎072-740-1148

高
砂
市

中小事業者エ
ネルギー価格
高騰対策支援
給付補助金

2022年４月から９月のうち
任意の２カ月の燃料費、光
熱費の合計額が、前年同２
カ月と比べて10,000円以上
増加していること

法人　20万円まで
個人　10万円まで

12月31日（土）
商工労働係

☎079-443-9030

西
脇
市

中小事業者原
油価格等高騰
対策事業

2022年１月～12月のうち任意の連続する３カ月の光熱費
（電気代など）、燃料費（ガソリン代など）の合計額から、
前年同時期の同費の合計額を引いた金額。ただし、５万円
以上の金額が対象（上限30万円）

12月28日（水）
商工観光課
☎0795-22-3111
（代表）

加
東
市

原油価格等高
騰緊急経済対
策補助金

市内に事業所を有する中小
企業者

電気代、ガス代などのうち
2022年１月～12月のうち任
意の３カ月分の光熱費及び
燃料購入費の合計額から、
前年同時期分の合計額を差
し引いた額（上限50万円）

2023年
２月28日（火）

専用ダイヤル
☎0795-47-1301

多
可
町

原油価格・物
価高騰対策一
時支援金交付
事業

2022年１月～６月のいずれ
か１カ月の売上総利益率ま
たは営業利益率が、前年同
月と比べ10％以上減少（※医
療法人は対象外）

10万円 11月30日（水）

多可町商工会
☎0795-32-2161

姫
路
市

中小企業等原
油価格・物価
高騰支援金

2022年４月から８月までの
うち、任意の１カ月に事業
用として支払った電気、ガ
ス、燃料油の支払総額が５
万円以上

法人　20万円、
個人事業主　10万円

12月９日（金）

コールセンター
☎050-2017-3203

宍
粟
市

事業用燃料代
等価格高騰対
策助成金

2022年４月から９月までに
使用した燃料費（ガソリ
ン、電気代など）。ただし、
合計額が60万円以上

助成対象経費の10分の１
（上限額30万円）

12月28日（水）

商工観光課
☎0790-63-3127

神
河
町

事業所燃料費
等支援金

2022年１月から６月までの
いずれかの月で水道光熱費
および燃料費が、前年同月
と比較して20％以上増加

個人事業主５万円、
法人10万円

12月28日（水）

神河町役場　
☎0790-34-0002

上
郡
町

中小企業等原
油価格・物価
高騰対策一時
支援金

以下のいずれか
ア） 国の「事業復活支援
金」を受給していること
イ） 県の経営円滑化貸付
（原油価格高騰・原材料価
格高騰） を2022年９月30日
までに借り受けていること

12万円 11月30日（水）

地域振興課
☎0791-52-1162

朝
来
市

設備投資促進
補助金

以下のいずれか
ア　2021年 度 の 事 業 収 入
が、2020年度または2019年
度の事業収入と比較して10
％以上減少
イ　2020年 度 の 事 業 収 入
が、2019年度の事業収入と
比較して10％以上減少

償却資産（150万円以上）に
該当する設備取得にかかる
経費の取得価額の10分の１
以内（限度200万円）

12月28日（水）

経済振興課
☎079-672-2816

香
美
町

中小企業者原
油価格等高騰
対策支援金

1.2022年１月から９月までの連続する任意の３カ月に支払
ったガソリン代、電気料金などの合計額に３を乗じた額、
２．上記の額に10分の１を乗じて得た額を支給（上限15万
円）（算出した額が45,000円に満たない場合は、支給対象
外）（※医療法人は対象外）

2023年
１月31日（火）

観光商工課
☎0796-36-3355

三
田
市

中小企業等原
油価格高騰対
策補助金

2022年４月から９月までの
間の事業用燃料油代（ガソ
リン、灯油など）の購入総
額が30万円以上であるこ
と、など

補助対象経費の合計額の10
分の１（上限30万円）

12月20日（火）

産業政策課
☎079-559-5085

洲
本
市

中小企業等原
油価格等高騰
対策支援一時
金

2022年４月から９月までの
期間に事業用として支払っ
た燃料費（ガソリン、電気
等）の合計額が25万円以上
（※医療法人は対象外）

５万円 2023年
１月31日（火）
【洲本市商工会議所】
☎0799-22-2571
【五色町商工会】
☎0799-33-0450
【洲本市役所】
☎0799-22-3321
（代表）

　各自治体では国の地方創生臨時交付金などを活用し、原油価格・物価の高騰
の影響を受ける事業所や新型コロナウイルス感染症下で介護サービス等を提供
する事業所を対象とした独自の支援事業を実施しています。下記概要をご確認
の上、それぞれの制度のウェブサイトで詳細をご覧ください。

１、疑い患者への外来診療
「二類感染症患者入院診療加算（外来診療）」（250点）
１）、２）のいずれかに該当し、患者の傷病に対し医学的に初診の場合に、該
当することとなった日の属する週の月曜から、11月以降も算定可（2023年２月
末までは250点、2023年３月１日～31日は250点→147点）
１） 2022年10月13日以降に、新たに、診療・検査医療機関として県から指定さ
れ、その旨が公表されている。

２） 2022年10月31日以前から診療・検査医療機関として県から指定され、その
旨が公表されていた医療機関で、①～③のいずれかに該当する。

　　① 2022年11月１日以降、診療・検査対応時間が2022年10月13日時点の公表
時間と比べ一週間あたり30分以上拡充している。【県への変更届が必要】

　　② 2022年11月１日以降に、新たに診療対象患者について、過去に通院歴の
ない患者にも拡充している。【県への変更届が必要】

  ③ 2022年11月１日以降、診療・検査対応時間を１週間に８枠以上確保して
いる。

　　 ※「１週間に８枠以上」とは、各日の診療・検査対応時間を午前・午後の
半日につき１枠とした際、１週間あたりの診療・検査対応時間が合計８枠
以上に該当すること。

２、確定患者への電話診療
「電話等による診療（新型コロナ感染症）」（147点）
従前の当該加算の算定要件※を満たしていることに加え、１）、２）のいずれ
も該当し、一連の診療において初回の電話等診療の場合に、11月以降も算定可
（2023年３月末まで）
１） 電話や情報通信機器を用いて新型コロナ感染症の診療を行うことが可能で
ある旨を自院や自治体ホームページ等で公表している。

２） 季節性インフルエンザに対応する体制を有している医療機関であって、
①、②のいずれかに該当する。

　　① 2022年11月１日から12月31日までに、新たに電話や情報通信機器を用い
た新型コロナウイルス感染症の診療を開始した。

　　② 2022年10月31日以前から電話や情報通信機器を用いた新型コロナウイル
ス感染症の診療を行っていた医療機関であって、ア）１週間に８枠以
上、かつ、イ）当該医療機関が表示する診療時間以外の時間または土曜
日もしくは休日の３時間以上、電話や情報通信機器を用いた新型コロナ
ウイルス感染症の診療を行うことが可能な体制を有している。 

※「従前の当該加算の算定要件」とは、以下のいずれかを満たす新型コロナウ
イルス感染症患者に対し、診療・検査医療機関であることを県のHPで公表し
ている医療機関または保健所等から健康観察に係る委託を受けている医療機関
が、電話や情報通信機器を用いた診療を行った場合
　①65歳以上の者
　②40歳以上65歳未満の者のうち、次の重症化リスク因子を複数持つ者
　　 ワクチン未接種（ワクチン接種が１回のみの者も含む）、悪性腫瘍、慢性
呼吸器疾患（COPD等）、慢性腎臓病、心血管疾患、脳血管疾患、喫煙歴、
高血圧、糖尿病、脂質異常症、肥満（BMI30以上）、臓器の移植・免疫抑
制剤・抗がん剤等の使用その他の事由による免疫機能の低下

　③妊娠している方

以上、詳細は厚労省「・新型コロナ感染症臨時的取扱い（その79）」（10月26
日）を参照

●下記点数は、11月以降も引き続き算定可（期限未定）
・ 疑い患者・確定患者への診療「院内トリアージ実施料」（300点）
・ 確定患者への電話等によるコロナ診療「二類感染症患者入院診療加
算（電話等初再診料）」（250点）
・ 確定患者への診療「救急医療管理加算」（COV・外来診療）950点、
（COV・往診等）2,850点

11月より、兵庫県の「みなし陽性」の取扱いが休止されます

　「自院において実施の検査陽性者の同居家族・同居人などが有症状となった
場合」に、医師の診断・判断により検査を行わなくとも、臨床症状で診断する
兵庫県の取扱いについて、11月より当面の間、休止となります。上記患者につ
いては、検査なしでは確定診断できなくなりました。
（兵庫県「新型コロナ感染症における検査を経ない臨床診断の取扱い」（10月
21日）より）

　お問い合わせは、兵庫県保険医協会（☎078－393－1803）まで
　時間帯は平日10時～12時／14時～16時

地方創生臨時交付金を活用した地方創生臨時交付金を活用した
物価高騰等に対する市町独自の支援事業物価高騰等に対する市町独自の支援事業

医科保険請求

10月末までとされていた下記の
 新型コロナ特例点数が延長されました
•疑い患者への外来診療「二類感染症患者入院診療加算（外来診療）」（250点）
•確定患者への電話診療「電話等による診療（新型コロナ感染症）」（147点）
　いずれも、次の条件を満たした医療機関のみ、11月以降も算定可能

ご不明な点につきましては兵庫県保険医協会までお問い合わせください
税務経営部☎078－393－1807（平日午前10時～12時、14時～17時）
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〈特定の効能・効果等について　　　　　　　　　　　
　　　　　薬事未承認が保険適用となった医薬品〉

１、カロナール原末、カロナール細
粒20％、50％、カロナール錠200、
300、500
　効能効果が「各種疾患及び症状に
おける鎮痛」に変更（2022年７月29
日から）
［効能・効果の変更（削除・追加）］
（関連する部分のみ抜粋）
１）各種疾患及び症状における鎮痛
下記の疾患並びに症状の鎮痛：頭
痛、耳痛、症候性神経痛、腰痛症、
筋肉痛、打撲痛、捻挫痛、月経痛、
分娩後痛、がんによる疼痛、歯痛、
歯科治療後の疼痛、変形性関節症
［用法・用量（変更なし）］
　通常、成人にはアセトアミノフェ
ンとして、１回300～1000mgを経口

　８月に予定されていた集団的個別
指導（集個）が新型コロナウイルス
感染急拡大で延期とされていました
が、姫路会場は10月27日に実施さ
れ、神戸会場は12月１日に実施され
ると会員の先生方から相談が寄せら
れました。集個は、「教育的観点か
ら指導を実施し、レセプト１枚当た
りの平均点数が高いことを認識さ
せ、保険診療に対する理解を一層深
めさせることを主眼として行うもの
とする」（指導大綱関係実施要領よ
り）、翌年度においても高点数保険
医療機関に該当した場合、翌々年度
に個別指導の対象となることを伝え
ることとされています。集個は１時
間半程度の講習会形式で、実施通知
は１カ月前に郵便で届いています。
「すでに診療予約が入っており変更
は患者さんに迷惑をかけ、１カ月前
の通知は遅すぎる」「複数の曜日や
日程はないのか」などのご意見も頂
いています。厚労省・厚生局には改
善要請を重ねていますが、開設者管
理者が入院中や親族の冠婚葬祭など
正当な理由がなく欠席した場合は個
別指導の対象となるとされていま
す。通知が届いた先生は必ずご出席
下さい。
　協会が情報開示請求した資料によ
ると、 兵庫県の歯科平均点数は
1,340点です。今年度選定された指

Ｑ　インターネット上の投稿によっ
て病院、医師等が誹謗中傷された場
合、どのような対応を取ることがで
きますか。
Ａ　掲示板、口コミサイトやSNS上
で誹謗中傷を受けた場合、まずサイ
トの管理者に対し削除を求める方法
を考えますが、書き込んだ者が判明
しており、かつその者が任意で削除
に応じる場合に可能です。応じてく
れない場合は、自分で投稿者に削除
要請を行いますが、削除には、サイ
ト等に規定されている削除基準に該
当することが必要です。また、削除
できる部分は一般的に違法性のある
部分のみで、投稿全体ではありませ
ん。
Ｑ　投稿者が削除要請に応じない場
合はどうすればいいでしょうか
Ａ　この場合、「削除仮処分」とい
う裁判手続を用いることもあります
が、時間も弁護士費用も掛かりま
す。裁判手続では、投稿者本人に対
し意見照会がされますが、そのこと
がインターネット上に公開され、二
次被害が発生することもあります。
また、裁判は実名で行わなければな
らず、実名がさらされるリスクもあ
ります。そのため、まずは管理者や
投稿者への任意の削除方法を検討
し、それでも応じてもらえなければ
削除仮処分を行うことを考えます。
Ｑ　投稿内容がインターネット上に
拡散してしまった場合は？
Ａ　全ての投稿を削除するのは事実
上困難です。一つの投稿を削除でき
ても、次から次へと投稿がなされ、
いたちごっこになってしまうことも

投与し、投与間隔は46時間以上とす
る。なお、年齢、症状により適宜増
減するが、１日総量として4000mg
を限度とする。また、空腹時の投与
は避けさせることが望ましい。
２、スキャンドネストカートリッジ
３％
　伝達麻酔が削除され浸潤麻酔のみ
に変更（2022年８月４日から）
［効能・効果の変更］
　歯科・口腔外科領域における浸潤
麻酔又は伝達麻酔
［効能・効果に関連する注意］
　１．浸潤麻酔においては、30分以
内の処置に適用すること。〔本剤
は、血管収縮薬配合の局所麻酔剤と
比較して作用時間が短い。〕

あります。この場合、一網打尽にす
るためにGoogleの検索結果の削除を
求める方法もありますが、Googleは
削除には否定的で、裁判でも徹底的
に争うことが多いので、事実上は困
難です。
Ｑ　そのほかの方法は？
Ａ　最後に、誹謗中傷にわたる投稿
への対応として、投稿者に対して、
警告、損害賠償請求、刑事告訴等を
行う方法もあります。この場合、任
意または裁判手続を用いて投稿者の
特定を行う必要がありますが、その
特定手続については、期間の制限が
あり、費用と手間がかかるため、ハ
ードルは高いです。さらに、裁判を
しても結局投稿者がわからない場合
も多いです。投稿者を特定し、損害
賠償請求を行ったとしても、損害賠
償額が低額になる場合がほとんどで
あり、かかった弁護士費用等やその
間に受けた精神的損害がきちんと補
償されない場合が多いです。
　投稿により誹謗中傷を受けた場合
は、任意での削除要請を行うこと
が、一番費用が掛からず簡便な手続
きになります。あるいは、割り切っ
て投稿を無視するか、「改善に努め
ます」などのコメントを書き込むと
いう対応を取ることも有効です。
　インターネットが発達した現代に
おいては、投稿する側はもちろん、
情報を受け取る側も情報を正しく理
解し、それを適切に判断、運用、対
処できる能力が求められます。
【中央区・神戸花くま法律事務所　
弁護士 清田　美夏】
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歯科定例研究会 磁性アタッチメントの臨床

　Zoom視聴希望者は、メールの件名を「12/11 歯科定例研Zoom視聴」と
し、本文に①医療機関名、②参加者氏名、③電話番号、④職種を記載の上、
12月９日（金）までにysng@doc-net.or.jpへ送信してください。来場参加
をご希望の方は、☎078－393－1809まで

日　時　12月11日（日）14時～17時　会　場　協会５階会議室（Zoom併用）
講　師　（株）T style 代表取締役　歯科衛生士　十時　裕子さん
歯科衛生士のみなさん、院長先生も一緒にご参加ください！

質の高い歯科衛生士業務の実践
～院内で取り組む歯周基本治療からSPTの要点～

導対象のうち、最高平均点は4,405
点、最下位点数は1,735点となって
います。自院の平均点数は近畿厚生
局兵庫事務所に電話（☎078－325－
8925）で照会可能です。
　個別指導は「情報提供」と「再指
導」が中心ですが「高点数」の理由
でも実施されています（今年度はコ
ロナ禍を理由に「高点数」理由の指
導は未実施）。「コロナ禍での受診中
断などの影響で悪化しブリッジが増
えて歯周病治療が減り平均点数が上
がったが、必要な治療なので減らし
ようがない」と不安な声も寄せられ
ています。指導を恐れて、実際に行
った治療や検査を保険請求しないな
どの萎縮診療に陥ることがあっては
決してなりません。
　協会は、高点数を理由とした医療
費抑制策のための指導は廃止を求め
ています。全ての医療機関が受講す
る算定ルールを周知するための教育
的な集団指導の充実こそすべきこと
だと考えます。集個は廃止して、６
年毎の更新時集団指導でしっかり間
違いやすいルールの周知をすること
を求めます。日頃から１号用紙を含
めたカルテ記載を充実させ請求前に
は見直しましょう。返戻や減点を含
め、ご不明な点はご連絡ください。
 （協会歯科担当☎078－393－1809）

◇ 今年度の集団的個別指導は歯科で235件が対象。
　協会は、高点数を理由とした指導の廃止を求めています。
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藤田医科大学医学部先端光学診療学講座教授　　大宮　直木先生講演

世界における糞便移植の
現状と将来展望（下）

（前号からのつづき）

３．炎症性腸疾患（IBD）
　IBDは食生活などによる腸内環境
悪化の結果、腸管バリア機能が破綻
し腸内細菌が粘膜内に侵入し、それ
に対して遺伝的因子を背景とする自
然免疫・獲得免疫の異常で腸管局所
へ炎症細胞が過剰に浸潤することで
発症するとされている。
　IBD患者では健常者と比較し腸内
細菌叢の構成の変化および多様性の
低下が認められ、その特徴として
Firmicutes門およびBacteroidetes門
の減少、特に酪酸産生菌として知ら
れるClostridium cluster Ⅳおよび
XIVaに属する細菌の減少が報告され
て い る14）。 菌 種 に 関 し て は
Clostridium cluster Ⅳに分類される
Faecalibacterium prausnitziiがクロー
ン病患者で有意に減少しており、こ
の菌種の減少が術後再発の高リスク
であることが示されている15）。この
ような腸内細菌叢のdysbiosisを改善
させ腸管の炎症を抑えるのがFMTの
主目的である。
１）潰瘍性大腸炎（UC）
　潰瘍性大腸炎に対するFMTの無作
為割付対照比較試験は５編報告され
ており、2015年に二つの論文が初め
て掲載された。 一つはカナダの
Moayyediらの報告で、FMT群は50ml
のドナー便を週１回、合計６回の注
腸投与を施行し、プラセボ群は生理
食塩水を同様の方法で投与した。７
週後の有効性評価では、プラセボ群
の５％に比し、FMT群が24％と有意
に高い寛解率であった16）。
　一方、オランダのRossenらはFMT
群では500mlのドナー便を経鼻胃管
を用いて十二指腸へ１週目と３週目
に投与し、プラセボ群は同様の方法
で自己便を投与した。12週後の有効
性評価ではプラセボ群が20％、FMT

群が30.4％の寛解率で有意差は認め
なかった17）。
　これら二つは相反する結果となっ
たがプラセボ群の設定、投与回数、
投与経路、有効性評価時期の違いが
起因している可能性が考えられる。
　三つ目はParamsothyらの2017年の
報告で、複数のドナーの便を混合し
た溶液を週５回８週間合計41回、自
己浣腸した。８週後の改善率は色・
臭いを似せた溶液によるプラセボ群
が８％であったのに対し、FMT群は
27％と有意に高かった18）。
　四つ目は2019年のCostelloらの報
告で、FMT群は複数のドナーの嫌気
処理凍結便を１回目は大腸内視鏡下
で右側結腸に200mL投与し、以後は
１週間で２回100mL浣腸した。プラ
セボ群は自己便を好気的処理し同様
な方法で投与した。８週後の評価で
改善率・寛解率はプラセボ群の23％
・17％に比し、FMT群では57％・47
％と有意に高かった19）。
　五つ目は2019年のSoodらの報告
で、８週毎に大腸内視鏡で新鮮便投
与群またはプラセボ投与群に無作為
割付けしたところ、48週時のステロ
イドフリーの臨床的寛解率はプラセ
ボ群で66.7％、FMT群で87.1％と有
意差はなかったが、内視鏡的寛解率
はプラセボ群26.7％に比しFMT群で
58.1％と有意に高く、組織学的寛解
もプラセボ群16.7％に比しFMT群で
45.2％と有意に高かった20）。
　上述のようにUCに対するFMTの
有効性は投与経路や便処理法、プラ
セボ群の設定などで報告にばらつき
があり、また、FMTの有効性は30％
～50％前後と生物学的製剤をはじめ
とする既存の治療と比較して高いも
のではない。
２）クローン病
　クローン病に対するFMTは潰瘍性
大腸炎と比べて報告が少なく、十分
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（７月28日、診療内容向上研究会より）

な検討がされていない。
　2015年にSuskindらは12～19歳の
若年者クローン病患者を対象に１回
の経鼻胃管投与のFMT後２週後、12
週後の改善率が78％、56％と報告し
た。無作為割付対照比較試験は2020
年にSokolらの報告があるが、症例
数が24例と少なくpilot studyという
位置づけである９）。このRCTではク
ローン病がHarvey-Bradshaw indexで
５以上に再燃し、プレドニゾロン
40mg以上で３週間以内にHarvey-
Bradshaw indexが４以下に改善した
小腸大腸型、大腸型クローン病患者
を対象に、FMT群は50～100gの便を
250～300mLの生理食塩水で好気的
に処理した溶液を盲腸で散布、プラ
セボ群は生理食塩水を投与し、10週
目のステロイドフリー寛解率がプラ
セボ群44.4％に比し、FMT群は87.5
％と高かったが、有意差はなかっ
た21）。

４．偶発症
　FMT後に腹痛、腹鳴、下痢が生じ
ることがあるが、程度は軽く１週間
ほどで改善される。誤嚥性肺炎、発
熱、注腸投与による肛門周囲膿瘍が
報告されている２）。
　重篤なものでは、アメリカで骨髄
異形成症候群の高齢男性が造血幹細
胞移植前後に研究目的で内服した経
口カプセルによるFMT後に基質特異
性拡張型βラクタマーゼ（extended 
spectrum β-lactamase: ESBL）産生
大腸菌による敗血症を発症し、２日
後に死亡したと報告された22）。この
死亡事例はドナースクリーニングが
的確に行われていれば防ぐことは可
能であったと思われ、しかるべき施
設で厳格なスクリーニング検査を行
った後にFMTを行うことが肝要であ
る。

おわりに
　FMTはCDIに対しては腸内細菌叢
の構成や多様性、代謝産物を改善さ
せ、疾患のみならず患者のQOLまで
向上させ、家族の介護の負担も軽減
させうる11）13）23）。しかし、CDI以外
の疾患では有効性が認められないこ
とも多いため、今後FMTの適応や方
法、安全性に関するさらなる検討が
必要である。

　国内の最新のデータによると、結核の罹患率は10万人対で9.2人に減少
し、 低まん延化を達成した。 しかし、 同じ抗酸菌感染症である肺
Mycobacterium avium complex（MAC）症は近年増加の一途をたどってお
り、中高年の女性を中心として、プライマリ・ケアでもしばしば診ること
が増えた。るいそうに喀痰、呼吸困難を合併し、両肺に病変を有する症例
では予後も決してよくない。
　肺MAC症は、中高年女性の気管支拡張症を有する人に多いことが知ら
れてきたが、その感染経路について近年分かっている知見を紹介する。新
しく使用できるようになった肺MAC症治療薬も増えつつあり、2020年に
は国際ガイドラインが13年ぶりに改訂された。これらをふまえ、主にプラ
イマリ・ケアにおける診断と治療について概説する。 【倉原　記】

急増する肺MAC症
知っておきたい最新のエビデンス
日　時　12月17日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室
※講師は来場せず現地からZoomによる講演となります。
※ 会員の先生方には可能な限りZoomによるオンライン視聴をお願いして
おりますが、インターネット環境その他でZoom視聴が困難な場合はご
来場ください。

講　師　国立病院機構近畿中央呼吸器センター内科　倉原　優先生
参加費　無料

URL（https://is.gd/UjZGLY）または二次元コード
からお申し込みください。案内メールが送付されます。
来場参加のお申し込みは☎078－393－1840まで

第592回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

インボイス制度学習会インボイス制度学習会
日　時　12月10日（土）15時～16時30分　　会　場　協会５階会議室（Zoom併用）
講　師　大嶋　誠税理士（神戸共同経理事務所）　　参加費　無料

医院経営研究会 特別研究会医院経営研究会 特別研究会

URL（https://bit.ly/3MFulAY）または二次元コードから
お申し込みください。案内メールが送付されます。
来場参加のお申し込みは☎078－393－1807まで
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